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「コミュニケーションの不思議な力」

いよいよ２月に入りますが、暦の上では春が始まります。それ
が「立春」です 「立春」とは、二十四節気（にじゅうしせっき）。
において、春の始まりであり、１年の始まりでもあるとされる日
です。今年の立春は2月４日になります。春とはいっても、２月
は一年のうちでもっとも寒い時期です。まだまだ厳しい寒さが続
きますが、休み時間になると外へ出て体を動かす子ども達の姿も
見られます。元気な子ども達に負けないように過ごしたいもので
す。
本年度も残すところ2ヶ月となりました。これからは、今の学年の総仕上げと次年度に

向けての大事な毎日が続きます。ご家庭でもお子達への温かい励ましの声をかけていただ
きますようよろしくお願いいたします。

、 、 。 、さて 子ども達には きっと仲よくしている友だちがいると思います その友だちとは
休み時間におしゃべりをしたり、一緒に遊んだりしているでしょう。家に帰ってからも遊
んでいるかもしれません。そこで、振り返ってみてほしいことが1つあります。それは、
もしかしたら、その仲よくしている友だちと過ごすことが楽しすぎて、その他の友だちと
おしゃべりをしたり遊んだりすることが少なくなってはいないかということです。どうで
しょうか。仲のいい友だち以外とも、おしゃべりをしたり遊んだりしている姿はあるでし
ょうか。
なぜ、このことを振り返ってもらいたいかというと、色々な友だちと触れ合うと、それ

まで考えていなかったことに気づいたり、新しいアイディアが浮かんだりすることがある
からです。せっかく同じクラスになったのに、少しもおしゃべりをしたり遊んだりしない
としたら、とてももったいないことです。
色々な人と触れ合うことができると、社会に出てもたくさんのいいことがあります。
これは、ある会社でのお話です。その会社ではあるときから、お昼ご飯を社員全員みん

なで一緒に食堂で食べるようにしました。しかも、座席はくじ引きで決めました。すると
どうでしょう、何とそれがきっかけとなって今までにはない素晴らしい製品の開発に成功
したそうです。
なぜこれだけのことで、大きな成果が得られたのでしょうか。会社は、学校が学年やク

、 、 、 、ラスで分けられているのと同じように 設計する仕事 製造する仕事 売り込む仕事など
仕事の種類によって分けられています。そうした人たちが1カ所に集まり、自分や相手の
仕事のことを話したり聞いたりしているうちに、新しい製品のアイディアが生まれたので
す。
子ども達にも、多くの友だちとせっかく1年間同じクラスで過ごしているのですから、

仲よくしている友だちと過ごすのも、それはそれでいいことですが、時にはいつもと違う
人とコミュニケーションをとってほしいと思います。その中で、それまでは気づかなかっ
たことに気づいたり、新しいアイディアがひらめいたりすることがあるでしょう。ただ

一緒におしゃべりするだけでよいのです。でもそこには「コミュニケ
ーションのマジック」があります。子ども達の生活にも 「コミュニ、
ケーションのマジック」が起きれば、毎日の学校生活がもっと充実し
たものになるはずです。
人と人とが触れ合ってコミュニケーションをとるだけで、何かが生ま

れます。コミュニケーションにはそういう不思議な力があります。１年
のまとめとなり次年度に向けて考えるこの時期、人とかかわることの大
切さやかかわることの可能性にぜひ気づいてほしいです。
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